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今年度の就業体験実習は、ほぼ計画どおりに実施することができました。就業体験実習に取り組ん
での成果や課題について各学年主任に総括してもらいました。
【３学年】
２年生の９月より現場実習を開始し、計５回の実習を行いました。作業に習熟するため毎回同じ所

で実習した生徒もいれば、自分に合った作業を探るため複数の実習場所を経験した生徒もいます。い
ずれの生徒も、回を重ねるごとに実習先の方に特性を理解していただき、生徒自身も現場に慣れ自分
の力を発揮する努力をし、自分に合った進路先を見つけることができたと思います。また、進路先の
決まった福祉就労の生徒は校内実習となりましたが、現場実習同様に一生懸命作業することができま
した。学年職員一同、生徒の成長を喜び、卒業後の安定とさらなる成長を期待しています。
【２学年】
２年生にとって２回目の現場実習が無事終了しました。生徒達はそれぞれ前回の経験をもとに更な

るステップアップを目指して「１回目の現場実習よりも頑張ろう！」と目標を立てて取り組みました。
また、校内実習をはじめ日々の学習の中でこつこつ身につけた集中力、礼儀、コミュニケーション力
などを基礎力として、最も寒い季節の実習に果敢に挑戦しました。実習中の生徒はみんな真剣な表情
で、本気で頑張っている気持ちが伝わってきました。体調を崩してしまった生徒が何名かいましたが、
２週間休まず頑張れた生徒も多くおり、大きな収穫を得ることができました。また、就労選択支援が
新たに始まり、福祉サービスの利用に関して現場実習とは違う手続きがあるなど、初めての実施で分
かりづらいところもありましたが、予定していた生徒が無事アセスメントを受けることができ、良か
ったです。今後もアセスメントが必要な生徒がおりますので、利用について順次お知らせします。
【１学年】
第２回校内実習が無事終了しました。最も寒い季節の実習でしたが､

多くの生徒が遅刻や欠席することなく作業を続けることができまし
た。「体調を整えて作業する」「安定したペースで作業する」「会社の
一員として良い製品作りに取り組む」等々、具体的な目標を立てて実
習することで、一人ひとりが着実に気力、体力を伸ばしていると感じ
ました。来年度は校外での現場実習に挑戦していく予定です。日々の
授業の中で、自立に向けた力を育めるように取り組んでいきたいと思
います。

○３年保護者会 ２月４日（水）
前橋年金事務所、伊勢崎市役所障害福祉課の方に来校してもらい、障害基礎年金や卒後の福祉サービス
利用について専門家の観点から話をしていただきます。また、卒業後の保険についても保険会社の方か
ら話をしていただく予定です。

○企業採用担当者学校見学会 ２月６日（金）
企業の採用担当者を学校に招き、実習・作業学習の様子や教員の指示・指導の見学及び情報交換会を実施す

る機会を設けることで、企業関係者に障害の理解や障害に応じた作業内容、作業時における指示等についての理
解を促すとともに、企業での就業体験実習の受入や雇用の拡大につなげることを目的としています。

○進路ガイダンス② ２月１０日（火）
産業科生徒を中心に働くことの意義や職業観の育成について、外部講師を招いて講演会を実施します。
株式会社 UACJ製箔の古賀様と本校卒業生、ハローワーク伊勢崎の雇用指導官を予定しています。
○３年生同窓会入会式 ２月２７日（金）
会員同士が親睦を深め、母校の発展を応援することを目的としている等、同窓会の目的や事業について
の説明を行います。




